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【INTRODUCTION & APPENDIX】 
 
 
【更新履歴】 
2011 年 8 月 8 日 本書の表紙・裏表紙・奥付を掲載、目次を改訂 
本稿の序を改訂 
参考文献を 1 件追加 
2011 年 5 月 31 日 本稿を公開 
 
 
  
 つくばリポジトリへの序 
 
 本稿は、2011年7月に信山社より刊行された、星野豊『信託法』（以下、単に「本書」
という）についての紹介と、必要な補訂を行うものである。 
 本書の具体的内容については、本書自体をぜひ御覧いただきたいが、ごく概括的
に本書の特徴について説明すると、信託に関する理論的観点と、現行信託法及び平
成 18 年改正前信託法（本書では「旧信託法」と呼んでいる）の解釈との関係を、体系
的に考察したものである。従って、本書は、信託法の体系書としての側面と、信託法
理論の解釈に対する応用に関する研究書としての側面の双方を兼ね備えており、単
に現行法令や従来の判例学説を書き下して整理するものとは、外形的にも実質的に
も、大きく様相を異にしている。 
 本書の特徴の１つは、信託法理論から導かれる理論的解釈と信託法の条文との関
係を読者により明確に示すため、信託法の条文を該当箇所において注記した点にあ
る。実際、特に現行信託法の条文は、やや過剰と思われる程細かな規定がある一方
で、従来から実務で問題となる恐れのあった事項について何も手当をしていない部
分や、理論的に重要であるにもかかわらず、何の規定も設けていない部分が少なか
らずある。本書では、このような現行信託法に対する批判的検討を行う意味を含めて、
上記のような構成を採用したうえで、議論の焦点を不明確にしないようにするため、他
の論者の具体的な言説については、参考文献一覧において著書や論稿の存在を示
すに留めた次第である。 
 しかしながら、上記のような構成を採用し、現行法の条文との対比が重要であるとす
ると、本書の出版以降において法改正がなされた場合の対処が、極めて大きな問題
となる。実際、現行信託法が、改正時における信託銀行実務の具体的行動指針を相
当程度尊重しているものと考えられることからすれば、近い将来、現行信託法がさら
に改正される可能性は、かなり大きなものと言わなければならない。その際、せっかく
読者の理解に供するためとして注記した出版時における信託法の条文の存在が、か
えって混乱の原因となっては心外である。 
 そこで、本書については、その特徴を紹介することを兼ねて、本稿において、法改
正を典型とする議論の動向を随時追跡し、本書と本稿とを照合することによって、常
に最新の情報に読者が接することができるようにすることとした。このことは、読者各位
に若干の不便をおかけするものであり、この点に関してはお詫びのしようもないが、今
後の日本においては、信託法に限らず、重要法令、基本法令を含めて、かなり頻繁
に改正が行われ、その都度体系書の記述が変更されることは十分ありうることであり、
本書の読者各位に対する著者からの御礼の一環として、本稿による最新情報をも御
参照いただければ幸いである。なお、本稿のＵＲＬは、本稿自体が改訂をされたとし
ても不変である分、参照される時期によって、本稿に記載されている内容が変更され
ている可能性があるため、読者各位におかれては、本書の内容の最終確認として、
御面倒でも本稿の更新履歴を御確認いただければ幸いである。 
 本稿による本書の紹介と補訂については、筑波大学中央図書館の運営する「つく
ばリポジトリ」サイトの存在が絶対であり、担当者の方々には、本稿のデータ処理をは
じめ多大な御協力をいただいた。また、本書を出版した信山社からは、読者各位が
本稿を契機として本書に対する興味を持っていただくことができるための方法として、
本書の表紙及び目次を本稿に転載することを、快く御承諾いただいた。さらに、本書
の執筆に際しても、また、本稿の執筆に際しても、多くの方から御意見、御助言、御
声援をいただいたことに改めて感謝申し上げ、今後の努力の糧とさせていただきたい
と心より思う次第である。 
 
２０１１年 ８月 ８日 
 
                                          星野 豊 
 
 
  
【参考文献・追加】 
小梁吉章『フランス信託法』（2011） 
 








